
健診事業のあり方研究会

2022年度研究会活動報告会 2023年6月22日



2022年度 健診研 参加者概要
⚫参加健保数：26健保、参加者数：32名、（運営委員5名）

⚫アドバイザー：国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策研究所 髙橋 宏和 先生



2022年度 健診研 目標

研究会の目的

健診項目、受診勧奨、事後フォロー等のあり方について、

あるべき姿を追求し、各健保の今後の取組みに寄与する。

～がん検診～

これまでの取組を深掘りして、がん検診の受診案内から

要精密検査者の把握、そして二次検診受診勧奨と

その結果の把握まで、がん検診事業の一連の流れについて

基本的なポイントを整理する。



2022年度 健診研 開催概要
4月 5月 6月 7月 8月 9月

おやすみ
活動計画
紹介

精度管理マップ
説明

高橋先生
講演

おやすみ
精度管理マップ
第2報

自己紹介
討議
精度管理マップ

精度管理マップ
第1報

討議
婦人科健診

10月 11月 12月 1月 2月 3月

事例発表
資生堂

講演

健診標準ﾌｫｰﾏｯ
ﾄの普及

事例発表
野村証券

事例発表
東芝健保

おやすみ 高橋先生講演

討議

事業主とのコミュ
ニケーション

討議
精度管理の実現

討議
受診案内の実態

精度管理マップ
完成版
1年間振り返り

全て
Teamsで開催

😊よかった点

• 精度管理マップ作製
☞自健保の立ち位置が明確
• 自健保で活かせる内容
☞受診勧奨方法など
• 少人数での討議/事前課題
シート

☞話しやすい環境

改善点

• 欠席者対応
☞動画配信
• 開催方式
☞対面/Hybrid
• 討論のグループ分け
☞同じ立ち位置など
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【C→Dに移行できない原因】
受診率の分母となる対象者

数を基幹システム等から抽出
できていない？

【G→Hに移行できない原因】
レセプトデータ等から、精

検受診者数を抽出する仕組み
が確立できていない？

【E→Fに移行できない原因】
・受診結果を受領できない？
・受診結果から要精検者数を
抽出する仕組みが確立でき
ていない？

率

データ

※横軸を各データ、縦軸をそのデータを基に算出した率とした精度管理の実施状況を示した表

×

青の点線のルートに沿って精度管理の質が向上していくこと
を想定。下記のように、対象者数データまでしか把握してな
いのに、精検受診率を把握している状況は考えにくい。

自組合より先に進んでい
る組合の取り組みを知る
ことで、改善のヒントに
なる（かも）。

精度管理の
マップ



◆受診方法
補助金により実施している11組合と最も多く、次いで定期健診
が9組合、その他が6組合の順であった。

◆検診方法
マンモグラフィと超音波検査の併用が21組合と最も多く、
マンモのみは2組合は、その他が3組合であった。

◆データ、率の把握（全体）
「受診者数・受診率」を把握しているが14組合と最も多い。
「要精検率」以上は6組合。「受診者数・把握できていない」は
4組合あった。
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◆定期健診
「受診者数・把握していない」と回答した１組合では、
自治体受診を前提とし、管理体制は敷けていないとのこと。

◆補助金
※女性のがんを中心に補助金対応については、結果データを
収集しにくい傾向がある。検診の実施方法（巡回、個別、自
治体連携）と合わせた管理方法を掘り下げる。

（受診率にも影響？）

◆その他
・定期健診とは別日、別機関で検診を実施する場合、データを
基幹システムに取り込めてない（もしくは管理しにくい）状
況があるとのこと

乳がん検診
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野村證券健保

事例研究（抜粋） 資生堂健保/野村證券健保では、｢職域におけるがん検診に関するマニュアル｣に沿って徹底した精度管理を実施。

◆主な取り組み事項（抜粋）
契約健診機関453施設に対し「５がん検診精度管理の実態」
把握のためのアンケートを実施

従来から市区町村がん検診に対応している施設とそれ以外の施設
で、がん検診精度管理のリテラシー格差があることが判明。

精度管理リテラシー格差をふまえ、自健保の取組を推進

がん検診精度管理レベル

資生堂健保

◆主な取り組み事項（抜粋）
本人同意の取得
・マニュアル「受診者同意の必要性」に対応するため健診
予約申し込み時（WEB予約)に本人同意を取得。
健診結果判定区分の統一
・健診予約代行機関に、各健診機関の異なる判定区分を統
一判定に置き換え、基幹システムやレセプト分析システム)
で分析や受診勧奨を実施。
受診率を上げるための工夫
・女性のがんについて、健診機関の検診内容や女医対応等
リストに記載し、検査内容について啓発用チラシを作成。



2023年度 健診研 目標

研究会の目的

健診項目、受診勧奨、事後フォロー等のあり方について、

あるべき姿を追求し、各健保の今後の取組みに寄与する。

～がん検診、特定健診～

• これまでの取組を深化と進化させて

• がん検診は受診率向上、精度管理の向上、科学的根拠に基づく検診

実施（がん検診について学ぶ）

• 特定健診は受診率向上



2023年度健診研


